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教育ボランティア学生交流会 
 

教育ボランティアを通して得た経験や悩みなどをグループ協議で話し合うことで、 

交流を深め合いました☆ 
 

 週一回授業支援をしている。同一の教科でも先週とは単元が異なるので、毎回急

な質問に対応するのが大変だ。 

 児童や生徒との距離感をとるのが難しい。 

 学年・学級・教科などが毎回異なるので、柔軟に対応していきたい。 

 「待ち」の姿勢ではなく、質問の仕方の分からない児童・生徒には、こちらから話し

かけていきたい。 などさまざまな意見が出ました。 

甲府市教育委員会指導主事の伊藤宏紀先生をお招きして 

「教育ボランティアに期待すること」と題した講演を行って

いただきました。 

大変お忙し中、時間をとってお話してくださりありがとうご

ざいました!! 

平成 26 年 6月 25 日の４限 M-11 教室で 

が開催されました。 

山梨大学教育人間科学部 教育ボランティア委員会・教職支援室 

                  教育ボランティア学生運営委員会 

現場の教員も、始めの十年は実践の中で

試行錯誤して、指導力・実践力を磨いていま

す。教育ボランティアを行う学生も、失敗を

恐れず、積極的に活動をしてほしいです。 

学生の皆さんには、この活動を通じて、教

員として一番大事にしたいこと『根っこ』を

持ってほしいです。 


